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平成 22 年７月 14 日 

各   位 

会社名       株 式 会 社     原 弘 産 

代表者の役職氏名  代表取締役社長    原   孝 

（コード番号 8894 大証第２部） 

問い合せ先  財務・経営企画グループ長 樋 口 清 

電話番号        ０８３－２２９－８８９４ 

 

特別利益及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 
 当社は、本日開催の取締役会において、平成 23 年２月期第１四半期連結会計期間（平成 22 年３月

１日から平成 22 年５月 31 日まで）において特別利益及び特別損失を計上することを決議しましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別利益の発生について 

（連結） 

①社債償還益 2,125,000 千円 

平成22年３月19日付及び平成22年４月１日付プレスリリースでもお知らせいたしておりますと

おり、2012年満期ユーロ円建A種転換社債型新株予約権付社債（発行総額25億円）及び2012年満

期ユーロ円建B種転換社債型新株予約権付社債（発行総額25億円）のうち25億円を15％の金額で

買入消却したことから、85％を社債償還益に計上するものです。 

②債務免除益 2,125,000 千円 

 平成 22年３月 19日付及び平成 22年４月１日付プレスリリースでもお知らせいたしております

とおり、2012 年満期ユーロ円建 A種転換社債型新株予約権付社債（発行総額 25 億円）及び 2012

年満期ユーロ円建 B種転換社債型新株予約権付社債（発行総額 25 億円）の社債権者集会におい

て、償還金額を 15％に減額することが決定されたことから上記①を除く残額 25 億円の 85％を

債務免除益に計上するものです。 

③債務保証損失引当金戻入額 179,339 千円 

 連帯保証先の財務内容を考慮し引当金計上していましたが、連帯保証先の資産売却により返済

がされたことによるものです。 

④貸倒引当金戻入額 6,320 千円 

 貸出先の財務状況を考慮し引当金計上していましたが、債権を回収したこと、及び海外債権の

為替変動によるものです。 

⑤固定資産売却益 769 千円 

   連結子会社である㈱原弘産レジデンスの車両売却によるものです。 
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（個別） 

①社債償還益 2,125,000 千円 

平成22年３月19日付及び平成22年４月１日付プレスリリースでもお知らせいたしておりますと

おり、2012年満期ユーロ円建A種転換社債型新株予約権付社債（発行総額25億円）及び2012年満

期ユーロ円建B種転換社債型新株予約権付社債（発行総額25億円）のうち25億円を15％の金額で

買入消却したことから、85％を社債償還益に計上するものです。 

②債務免除益 2,125,000 千円 

 平成 22年３月 19日付及び平成 22年４月１日付プレスリリースでもお知らせいたしております

とおり、2012 年満期ユーロ円建 A種転換社債型新株予約権付社債（発行総額 25 億円）及び 2012

年満期ユーロ円建 B種転換社債型新株予約権付社債（発行総額 25 億円）の社債権者集会におい

て、償還金額を 15％に減額することが決定されたことから上記①を除く残額 25 億円の 85％を

債務免除益に計上するものです。 

③債務保証損失引当金戻入額 180,559 千円 

 連帯保証先の財務内容を考慮し引当金計上していましたが、連帯保証先の資産売却により返済

がされたこと等によるものです。 

④貸倒引当金戻入額 12,920 千円 

 当社が保有する債権を回収したこと、及び海外債権の為替変動によるものです。 

 

２．特別損失の発生について 

（連結） 

①投資有価証券売却損 １,977 千円 

 財務体質の強化を目的とした投資有価証券を売却したことによるものです。 

②固定資産除却損 167 千円 

 当社グループが保有する固定資産の経年劣化による処分によるものです。 

③固定資産売却損 51 千円 

 当社グループが保有する固定資産を売却したことによるものです。 

（個別） 

①投資有価証券売却損 １,977 千円 

 財務体質の強化を目的とした投資有価証券を売却したことによるものです。 

②固定資産除却損 70 千円 

 当社が保有する固定資産の経年劣化による処分によるものです。 

③固定資産売却損 51 千円 

当社が保有する固定資産を売却したことによるものです。 

 

上記をそれぞれ平成23年２月期の第１四半期において特別利益及び特別損失として計上するこ

ととなりました。このことから特別利益は、連結において 4,436,429 千円を、個別において

4,443,479 千円を計上し、特別損失は、連結において 2,196 千円を、個別において 2,099 千円を計

上する見込みであります。 
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３．今後の見通し  

  上記１．「特別利益の発生について」において連結及び個別に記載した①社債償還益及び②債務免

除益については平成23年２月期の業績予想に織り込み済みです。 

その他の特別利益及び特別損失については、平成23年２月期の業績に与える影響については現在

精査中であり、業績予想の変更が生じた場合は速やかにお知らせいたします。 

以 上 


